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補 

正 

予 

算

第
４
回
定
例
会
で
の

議

決

結

果

第
４
回
定
例
会
で
の

報　

告

の
も
た
し

択
採
不

と

そ
の
他
の
議
案

の
も
た
し
択
採

）
文
全
（

条　

例

定例会の様子

◇
（
仮
称
）
花
畑
人
道
橋
整
備
工
事

　

（
２
期
）
請
負
契
約

　

契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　

契
約
金
額　

１
億
９
千
554
万
７
千
円

　

相
手
方　

株
式
会
社
大
達
土
木

◇
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
児
童
・
生
徒
用
タ
ブ

　

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
購
入
に
つ
い
て

　

契
約
方
法　

公
募
型
指
名
競
争
入
札

　

契
約
金
額　

13
億
４
千
244
万
円

　

相
手
方　

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
事
業
部

◇
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
児
童
・
生
徒
用
タ
ブ

　

レ
ッ
ト
充
電
保
管
庫
の
購
入
（
Ｒ

　

２
債
務
）
に
つ
い
て

　

契
約
方
法　

公
募
型
指
名
競
争
入
札

　

契
約
金
額　

６
千
957
万
７
千
860
円

　

相
手
方　

株
式
会
社
大
塚
商
会

　
　
　
　
　

Ｌ
Ａ
事
業
部
公
共
グ
ル
ー
プ

◇
綾
瀬
小
学
校
改
築
工
事
請
負
契
約

　

の
変
更
に
つ
い
て

　

変
更
前　

48
億
５
千
980
万
円

　

変
更
後　

47
億
９
千
99
万
５
千
円

　

相
手
方　

三
浦
・
田
中
・
新
井

　
　
　
　
　
　
　

建
設
共
同
企
業
体

◇
千
寿
青
葉
中
学
校
改
築
工
事
請
負

　

契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

変
更
前　

36
億
７
千
400
万
円

　

変
更
後　

39
億
５
千
380
万
７
千
円

　

相
手
方　

似
鳥
・
小
倉
・
太
和

　
　
　
　
　
　
　

建
設
共
同
企
業
体

◇
議
決
を
得
た
契
約
の
変
更

　
　

本
木
関
原
住
区
セ
ン
タ
ー
大
規

　

模
改
修
工
事

◇
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

　
　

生
業
資
金
貸
付
金
の
償
還
金
を

　

滞
納
し
た
相
手
方
に
対
し
、
未
償
還

　

金
の
支
払
等
を
請
求
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
件

◇
和
解
に
つ
い
て

　
　

相
手
方
が
鹿
浜
セ
ン
タ
ー
の
駐

　

車
場
に
駐
車
す
る
際
、
北
面
ガ
ラ

　

ス
窓
に
衝
突
し
、
破
損
し
た
事
故

　

に
つ
い
て
和
解
す
る
も
の

◇
和
解
に
つ
い
て

　
　

梅
田
八
丁
目
４
番
12
号
先
交
差

　

点
で
、
区
職
員
及
び
相
手
方
の
運

　

転
す
る
自
転
車
が
衝
突
し
た
事
故

　

に
つ
い
て
和
解
す
る
も
の

◇
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
　

相
手
方
が
区
道
に
隣
接
す
る
駐

　

車
場
に
入
庫
し
よ
う
と
し
た
と
こ

　

ろ
、
固
定
が
不
十
分
な
Ｌ
形
側
溝

　

が
跳
ね
上
が
り
、
相
手
方
の
自
動

　

車
底
部
に
接
触
し
、
ラ
ジ
エ
タ
ー

　

ホ
ー
ス
等
が
損
傷
す
る
損
害
を
与

　

え
た
こ
と
に
対
す
る
損
害
賠
償
額

　

（
15
万
２
千
75
円
）
の
決
定

◇
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
安
心
を
確
保

　

す
る
居
住
支
援
の
強
化
を
求
め
る

　

意
見
書

◇
不
妊
治
療
へ
の
保
険
適
用
の
拡
大

　

を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　

（
意
見
書
全
文
は
別
掲
）

◇
花
畑
川
環
境
整
備
の
早
期
整
備
を

　

求
め
る
陳
情

◇
待
機
児
童
の
解
消
と
よ
り
良
い
保

　

育
の
質
の
向
上
を
求
め
る
陳
情

◇
小
学
校
の
図
書
館
に
直
接
雇
用
の

　

図
書
館
司
書
の
配
置
を
求
め
る
陳
情

◇
20
人
学
級
を
展
望
し
た
少
人
数
学

　

級
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
を
国

　

に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

◇
「
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制｣

　

導
入
の
た
め
の
都
の
条
例
制
定
を

　

行
わ
な
い
こ
と
及
び
コ
ロ
ナ
禍
で

　

の
教
職
員
の
長
時
間
過
重
労
働
解

　

消
の
た
め
の
施
策
を
求
め
る
意
見

　

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

　

（
以
上
４
件
に
つ
い
て
日
本
共
産

　

党
足
立
区
議
団
よ
り
不
採
択
に
反

　

対
の
立
場
か
ら
討
論
あ
り
）

◇
区
に
Ｄ
Ｖ
、
児
童
虐
待
事
案
な
ど

　

を
防
ぐ
施
策
を
求
め
る
と
と
も
に
、

　

Ｄ
Ｖ
事
案
、
児
童
虐
待
事
案
な
ど

　

に
関
連
す
る
行
政
機
関
に
関
係
す

　

る
問
題
を
社
会
問
題
と
し
て
捉
え

　

る
こ
と
及
び
児
童
虐
待
防
止
法
の

　

再
度
の
改
正
と
警
察
へ
の
指
導
を

　

求
め
る
意
見
書
を
国
や
東
京
都
へ

　

提
出
を
求
め
る
陳
情

◇
花
畑
中
学
校
の
事
務
処
理
（
成
績

　

処
理
）
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

　

か
教
育
委
員
会
で
検
証
を
求
め
る

　

陳
情

◇
白
石
正
輝
区
議
会
議
員
に
よ
る
Ｌ

　

Ｇ
Ｂ
Ｔ
差
別
発
言
に
対
し
謝
罪
等

　

を
求
め
る
陳
情

◇
白
石
正
輝
足
立
区
議
会
議
員
の
性

　

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
差
別

　

発
言
の
撤
回
・
謝
罪
等
を
求
め
る

　

陳
情

◇
白
石
正
輝
区
議
会
議
員
に
よ
る
性

　

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
差
別
発
言
に
対

　

し
、
足
立
区
議
会
で
議
員
辞
職
勧

　

告
の
決
議
を
求
め
る
陳
情

◇
足
立
区
行
政
財
産
使
用
料
条
例
等

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

租
税
特
別
措
置
法
の
改
正
等
に

　

伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の

◇
足
立
区
公
契
約
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例

　
　

足
立
区
公
契
約
等
審
議
会
の
委

　

員
数
を
改
め
る
も
の

◇
本
庁
舎
構
内
電
話
交
換
装
置
の
購

　

入
に
つ
い
て

　

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

　

契
約
金
額　

５
千
775
万
円

　

相
手
方　

神
田
通
信
機
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　

本
社
事
業
支
店

◇
足
立
区
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
の
指

　

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
立
図
書
館
の
指
定
管
理
者

　

の
指
定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
地
域
体
育
館
の
指
定
管
理

　

者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
立
学
童
保
育
室
の
指
定
管

　

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
立
保
育
所
の
指
定
管
理
者

　

の
指
定
に
つ
い
て

　

（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り

　

反
対
の
立
場
か
ら
討
論
あ
り
）

◇
足
立
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
施
設
の
指

　

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
指
定

　

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

　

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

　

つ
い
て

◇
足
立
区
障
が
い
者
通
所
支
援
施
設

　

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
身
体
障
が
い
者
大
谷
田
ホ
ー

　

ム
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

以
上
、
10
議
案
は
い
ず
れ
も
指

　

定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の

　
◇
令
和
２
年
度
足
立
区

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

　

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
億
４
千
763
万

　

３
千
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予

　

算
の
総
額
を
、
３
千
807
億
２
千
233

　

万
６
千
円
と
す
る
も
の

◇
令
和
２
年
度
足
立
区

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

　

算
（
第
３
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

　

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
99
万
２
千

　

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

　

総
額
を
、
713
億
４
千
856
万
１
千
円

　

と
す
る
も
の

◇
令
和
２
年
度
足
立
区

　

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第

　

２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
歳

　

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
668
億
２
千
452
万

　

７
千
円
と
す
る
も
の

◇
令
和
２
年
度
足
立
区

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

　

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
６
千
786
万

　

４
千
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予

　

算
の
総
額
を
、
３
千
811
億
９
千
20

　

万
円
と
す
る
も
の

◇
令
和
２
年
度
足
立
区

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入 

　

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
千
508
万
円
を
増

　

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、

　

３
千
812
億
４
千
528
万
円
と
す
る
も
の

　

―

い
ず
れ
も
陳
情
の
趣
旨
に
沿
い

　

か
ね
る

　

い
ず
れ
も
令
和
２
年
12
月
21
日
に

議
決
し
、
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

住
ま
い
と
暮
ら
し
の
安
心
を
確
保
す
る

居
住
支
援
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

我
が
国
に
お
い
て
は
空
き
家
等
が

増
え
る
一
方
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

低
所
得
者
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
外
国

人
、
刑
務
所
出
所
者
等
、
住
居
確
保

要
配
慮
者
は
増
え
、
頻
発
す
る
災
害

に
よ
る
被
災
者
へ
の
住
居
対
応
も
急

務
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
家
賃
の
支

払
に
悩
む
人
が
急
増
し
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
住
居
確

保
給
付
金
の
支
給
決
定
件
数
は
、
今

年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
半
年
間
で

10
万
件
を
超
え
、
昨
年
度
１
年
間
の

お
よ
そ
26
倍
に
上
っ
て
い
る
。

　

住
ま
い
は
生
活
の
重
要
な
基
盤
で

あ
り
、
全
世
代
が
享
受
す
る
社
会
保

障
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
住
ま
い

と
暮
ら
し
の
安
心
を
確
保
す
る
居
住

支
援
の
強
化
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
住
ま
い
と
暮
ら
し

の
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
左
記
事

項
の
速
や
か
な
実
施
を
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

記

１　

住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
期
間

　

(

最
長
９
カ
月
）
を
延
長
す
る
と

　

と
も
に
、
収
入
要
件
を
公
営
住
宅

　

入
居
収
入
水
準
ま
で
引
き
上
げ
や
、

　

支
給
上
限
額
を
近
傍
同
種
の
住
宅

　

の
家
賃
水
準
に
引
き
上
げ
等
、
利

　

用
者
の
状
況
等
実
態
調
査
を
踏
ま

　

え
て
、
よ
り
使
い
や
す
い
制
度
へ

　

見
直
す
こ
と
。

２　

住
居
確
保
給
付
金
の
利
用
者
や

　

低
所
得
の
ひ
と
り
親
家
庭
等
、
住

　

居
の
確
保
が
困
難
な
人
の
現
住
居

　

を
そ
の
ま
ま
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

　

住
宅
と
し
て
登
録
し
、
転
居
す
る

　

こ
と
な
く
公
営
住
宅
並
み
の
家
賃

　

で
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

　

う
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制

　

度
の
入
居
者
選
定
公
募
か
ら
除
外

　

す
る
こ
と
。

３　

空
き
家
等
の
改
修
・
登
録
に
取

　

り
組
む
不
動
産
事
業
者
と
貸
主
へ

　

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
強
化
や
コ

　

ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
等
を
推
進

　

す
る
た
め
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

　

ト
制
度
の
改
修
費
補
助
及
び
登
録

　

促
進
に
係
る
取
り
組
み
へ
の
支
援

　

を
拡
充
す
る
こ
と
。

４　

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度

　

の
家
賃
低
廉
化
制
度
を
大
幅
に
拡

　

充
し
、
借
主
の
負
担
軽
減
を
図
る

　

と
と
も
に
、
家
賃
債
務
保
証
料
低

　

廉
化
補
助
を
拡
充
し
、
原
状
回
復

　

費
用
等
に
係
る
貸
主
の
負
担
軽
減

　

を
図
る
こ
と
。

５　

居
住
支
援
法
人
活
動
支
援
事
業

　

の
交
付
額
決
定
に
お
い
て
、
特
に

　

支
援
が
困
難
な
障
が
い
者
や
刑
務

　

所
出
所
者
等
へ
の
支
援
を
加
算
項

　

目
に
加
え
、
手
厚
く
評
価
す
る
制

　

度
を
設
け
る
こ
と
。

６　

｢

居
宅
生
活
移
行
緊
急
支
援
事

　

業
」
を
来
年
度
以
降
も
継
続
し
、

　

取
り
組
み
自
治
体
の
増
加
を
図
る

　

こ
と
。

７　

刑
務
所
出
所
後
に
つ
い
て
は
、

　

保
護
観
察
所
や
更
生
保
護
施
設
等

　

が
居
住
支
援
法
人
等
と
連
携
し
な

　

が
ら
、
適
切
な
帰
住
先
を
確
保
す

　

る
と
と
も
に
、
出
所
後
も
切
れ
目

　

な
く
、
長
期
間
継
続
的
な
訪
問
型

7

面
に
続
く


